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本 題 につ いて は, す で に1977年 ・女 子体 育 にお い

て 「今後 の舞 踊教育 に望 む」 として8項 目を設定 し

て論 じたが, ここで はあ らため て 問題 点 として若干

の考 察 を加 えた い とお も う11)

 1.学 校教育における舞踊教育の位置づけ

 本来芸術の範疇に属する舞踊を体育との連関でど

うした位置づけを与えるかについては諸外国におい

て種々の考え方があり, 我国においてもしばしば体

育学会での論争のテーマとされてきたことは周知の

通りである。

これについて私は, 従来の体育の概念に対して新

し く身体文 化, 舞 踊(ダ ンス)に 対 す る運動 芸術 の

立場 こ そ新 しい教育 舞 踊観 の思 想的 基盤 た る こ とを

提言 して きたので あ るが, この 問題 は 未解決 の ま ・

流 されて い る感 が あ る。

 K6rper Kulturは, トゥルネ ン(Turnen)と タ ン

ツ(Tanz)を 包括 統合 ぜん とした新概 念 と して ドイ ツ

で生 れ た言語 であ るが, 私 もこの身体 文 化論 の立 場

を根 底に し, さ らに身体 活動 を一連 の美 的創 造 的活

動(行 動 美学 としての体 育)と して と らえ, 身体 美

の創造(体 操)→ 技術美 の創 造(ス ポー ツ)→ 芸 術

美")創 造(舞 踊)と じて, 従 来 の体 育 の概 念 を破 っ

て, その根 源性 と もい うべ き身体 性 ・身体 活動 に着

目し, 身体 文化 と して よ り総 合 的 な新 しい体 育概 念

を提 唱 しつづ けて きた ので あ る『)

2.舞 踊教育の目標 ・内容について

 学習指導要項では, おどる, つ くる, みるに即し

て理論的な展開がなされていることは是 としても,

従来の学校舞踊はつ くる以前の原体験 としてのおど
ることの重要性が打出されていなかったことが指摘

されよう。

 「楽しい舞踊学習」が提唱されていることは当然
のことであるが, スポーツをも含めて, 舞踊などの

身体文化が, 人間の存在に如何なる役割 りをもち, 
文化的意義を有するかの検討が舞踊教育の目標設定

のバックグランドとしてなさるべきであり, そうし

たものの一つ として舞踊のもつ祭典性の強調 わ

れわれの生活秩序を構成している文化的要素として

民族学 で い うハ レ(芸 能 ・超現 実 ・酩 酊 ・狂気 な ど

の系譜)と ケ(労 働 ・現実 ・正 気 ・素面 な どの系 譜)

の重要性を指摘したい。

 山城は 『古代人はハレとケという二つの対照的な

二つの空間を, 時分割方式で空間移動する, つまり

日常生活の中である時間 ・空間を定めてそこに異次

元空間を現出させるというハレとケによる環境制御

方式によって安定した生態系の維持を図ってきたと

考えられる』というように, スポーツや舞踊は, ハ
レの系譜として, 人間存在や文化の促進に大きな役

割 りを果す もの と考 え られ るの であ る13)

氏は更に進めて, 人間の住む環境 として, 従来の

物 質 ・エ ネル ギー の二 本柱 に新 し く情報 を加 え, 人

間 に とって本 来ふ さわ しい情報 環境 の回復 を目指 し, 

〈祭 りの再 創造 〉 に よ って人 間や フ ミュニ ィテイ の

復 活 ・及 び人 間的 な地 域文化 の創造 を 目指 され て い

るが, これ らは, 文化 生態 学 ・情報 環境 学 とい う新

しい学 問的 立場 か らのユニ ー クな ス ポー ツ観, 芸 術

観へ の提言 と して 注 目 され るので あ る。

 こ うした立場 か らいえば, 従 来欧 米 のモ ダ ン ・ダ

ンス ・フ ォー クダ ン スに偏 して い た我 国の学 校舞 踊

の 内容 と して, 我 が国独 自の民 族舞 踊(民 踊 ・日本

舞 踊 ・能 楽 な ど)が 大 き くクロー ズア ップ され るべ

きで あ り, この領 域 の 開発 こ そ第二 の舞 踊革 命 とも

い うべ き ともお もわれゐ の であ る。

 欧米 の もの まね でな く, 「日本 人の根 本 に あ る感 情

をゆ りうこかす もの」, 「体 の芯 か ちズー ン とひび く

感 動 」 と評 され て い るよ うに, す で に山城 氏 は, 従

来 のヴ ェル カ ン ト唱 法 にか わ る 日本 式発声 を基盤 と

してユ ニー クな 民族 音楽 の近代 化 の実 験 を試 みて い

られ るこ とは, '音 楽教 育 界 に も大 きな示唆 を与 え る

と共 に我 が 国の舞 踊教 育 の あ り方 につ い て も再検 討

をせ まる もの とい え よ う。

 3.舞 踊文化 と舞踊教 育

 今秋 日本 体育 学 会 シ ンポ ジウム で, 「国民 ス ポー ツ

とダ ンス」 が 取上 げ られ た こ とは, 舞 踊教 育が 第二

の転換 期 ・発展期 に ある こ とを物 語 るもの といえよう。

 従来 の舞 踊教 育 が, い わば 「学校 内舞 踊 」 と評 さ

れ るよ うに主 として体 育か 芸術 か の問題 をは らみつ

つ その 目標 ・内容 ・指 導法 の研 究 ・実践 が行 なわれ

て きたの に対 し, 生涯教 育 ・生 涯体 育 の観 点か らい

わば 寒Dance for all""Life Dance"と して新 た な

照 光 を浴 びた わけ で, こ うした次元 に おい て いま一

度, 舞 踊教 育 の独 自性 ・身体 文化 の なか で の体 育 や

ス ポー ツ とのか ・わ り方, 目標 ・内容(特 に学習指

導要 領 にお け る), 指 導者, 教 員養 成機 関 に おけ る舞

踊 プ ロ グラム, 研 究 機関 ・社 会 的 な組 織体 制 が吟 味

さ るべ き とお もわ れ るので あ る。

 舞 踊指 導 者 の教 育体 制 につ い ては, 残 念 なが ら我

が 国に は舞 踊家養 成 の ため の芸術 大学 や舞 踊学 部 は

存 しな い。 ドイツ の芸 術 大学 に は勿論 舞 踊学科 が あ

り, イギ リス で もラバ ン ・セ ンターが 設 置 され, 一
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般的な舞踊研究と学校舞踊教師の水準向上に大きく

寄与している。すでに武道学科の設立をみている今

日, 舞踊学部あるいは芸術大における舞踊科の新設

こそ急務 とおもわれる。

 舞踊学会の発足は, 学際的な研究機関としてユニ
ークな研究が注目されているが, 日本体育学会にお

ける舞踊分科会の創設も重要な課題とおもわれる。

 教員養成大学における舞踊に関するカリキュラム
は, 体育の座にあって, しかも教員免許資格 ともか

らんで必ずしも充実したものでなく, この解決も今

後の課題 といえよう。

 更に重要なことは, スポーツにおいては, 一応 日

本体育協会 ・日本レクリエーション協会などの組織

によって社会生活におけるスポーツの振興がす ・め

られているが, 舞踊文化振興についての組織につい

ては殆んど無策に近いといえよう。

 フォークダンス協会や芸術舞踊協会に存するが, 

舞踊文化全般についての全国的統一的な組織はみら

れない。イギリスではリズム ・ダンス協会 として, 

音楽体操やジャズギムナスティックなどの体操系統

のものとフォークダンスや創作ダンスなどのダンス

系統を統合した形で行なわれているのは刮用さるべ

きで, 生涯スポーツに対する生涯ダンス ・みんなの

スポーツに対するみんなのダンスを目指して, 学校

と社会を一貫 ・連続する組織体制の確立こそ舞踊教

育促進の大きな要めとおもわれるのであり, 体操系・

フォークダンス系 ・創作ダンス ・バレー ・民踊 ・日

本舞踊 ・古典芸能としての舞楽や能楽などを統合す

る舞踊文化発展のための機関の設立がのぞまれるの

である。

舞踊教育は, 新 しい照光のなかからその独自性を

うき出し, 存在価値を主張すべきであるとおもわれ

る。
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